
家蠶体液の粘稠度に就て
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1，緒　　　　　言

　動物体液叉は血液の膠質性は生理麟」蒲越めて重大なる意義を有するものである。膠質液の内部摩

擦ln七ern　al　Eric七iOll自11ち粘稠度Viscosi七yはその液の物理化學的性質に微細なる攣化を輿ふるも能

く増減するものであるから、粘稠度に關する研究もまた緊要なるもの潅るを失はない。

　高等動物特に入類の血液の粘稠度に就ては多くの學者により多くの研究威蹟があげられて居る。そ

の主要なるものを羅ぐれば，ti吐液の粘稠度はi血t球数の増力11により著しく大となり、血球容積大となる

に從つて大となる。通L球の等電荷黙の如／可によつて異り、等電荷黙に近いものほど大きV、。依つて粘

稠度はt主球増多症、心臓病　腎臓病讐に於て大となり、鍛1血症、川血、筋逞鋤下痢等の際には減少す

る。血溝の粘綱慶は雌康休にあつては血液の粘度（水を1として）は田所博士によれば日本人でL祁よ

1）2．10の聞である。佃人により若干の攣異がありv日により攣化するも、その璽化は一建範圃内にあ

る。病者によつては粘稠度は1．75－45，6（田廟博士）であり、一一・一般に病勢の昂進するに從つて一・度粘

稠度は最高に逮し後低下する。叉白血球を可動ならしむる爲には血液の一定の粘稠度を諺要ムする。

　粘稠度は酵素作用にも影響を及ぼし．酵素の作用するMediumの粘綱度大なる時はその作用速度

は減少され，る。家獄陳液のそれに就ては八木博士（ユ924）金子教授、山下氏（1928）等の研究がある。八

木博士に依れぽ家獄体液の粘稠度は暗々攣化し居るもの餐あり、休液の電氣傳導度並に謬邊墜の攣化

に並行の攣化を示す。氏は昆虫体液の電熱傅導度及び滲透墜の攣化よりして昆虫齢には生理的二期に

あり、從つて粘稠度もこの生理的二期によつて攣化するものなることを明かにされて居る。金子、山

下爾氏は鑓兇休液の膠質的性質の多くに就きて濃表され，その中に比粘度に就て言及されて居る。自ll

ち熟激の比粘度は春獄では1．611（0℃にて測定）秋慰でぼ1．660であつて夏獄の比粘度は最も小である

獲育中の比粘度は5f三1目摩｛急激に増加して最｝曹1に蓬し之れは界1百「張力の最低頃に相當する。　勘1ち比粘

度と界面張力とは反鋼の塘減をなし，粘度の墾化は休液巾のi蛋白質の如き和水性コPtイド、　CO2の結

倫・從つてそのPIτ償等に關係して居ると考へられると。

　碧者もまた家獄像液の膠質性｝こついて知らんと欲し、先づ粘稠度に關した事項につき昭和五年秋騒

V晩秋獄晩々秋慧期にわたりて研究L次の如き成績を得た。これに就て懇切なる指導と鞭鍵を輿へら

れた高山灘業試験瘍Ill本場長、奥本義満氏、早淵流眉氏、山崎謹氏に劃して深厚なる謝意を表する。

實駒につOては四1鴨喜代志氏，熊崎音松氏の助力を煩した、附記して感謝する。

2・實験の力油　　　　　　　　　　　　　　　1

　Capaai七y　2cc・Capillaryの直径0．5nunのOs七wa1（1　viscosinユe七erを用び、0°cの水槽中にて体液

及び水の流下時間を測定し，前者の後者に封する比をもつて比粘度Rela七ive　viscosi七yとなした。ll？5

聞の測定櫨は最初より三日までのものを21二均した。休液の粘稠度は探血せる獄児の食桑の欣態によつ



2　　　　　　　　　　　　　銀　　　糸糸　　躯　　　雑　　　誌　　　　　　　　　　　　〔第四巻

て異るをもつて、特別なる同的のものを除く外、すべて5齢5日給桑とし、第二回目の食桑飽食後21°G

の所に1時聞放置したる後探血測定した。上籏後に於ては毎日午前10時に於て探血測定したし

　探血には灘己の膓合にば尾角を切り’、：tgtmの傷合には背肋く管に丁寧に小針をもつて小子Lを穿ち、流

出する休液を氷槽中に魏洩した1）ryin9　tube．va探菓した。　Dryin9七ubeには豫め流動パラフィンを

入れ置き、探集した休液を塞氣より遮噺してその褐色化を防いだ。

　　　　3．生長虹に攣態に伴ふ体液粘稠度の攣化

　國鷲日107號×國獄支4號（秋鷲）、國獄日110號（秋翻）、日本一×國獄支105號（晩秋獄）、國獄支101脱

x青熟（晩秋羅）等その他熟慧に就ては國鑓麦105號（秋獄）、國鎌支103號（秋獄）圓鷲支102號（秋欝）、

國慧HIO7號（秋翻）等に就てllil定し．た。
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　以hの放蹟によつて見るec　．家鷲依液の粘稠度は嚢育の時期並に攣態の時期によつて大なる値の攣

化を示し、その値は雌雄によつても異り，品種的の差の存することも明かであるc4齢催眠より熱慧ま

でに於て比粘度の最高値を示すは大休に於て熱獄となる直前叉は熟獄であつて、最小値を示すは大休

5齢起獄である。前庸の値♀2・154♂ユ・92L、後者は♀舎混合にて1，267である。（國慧「1107號×國欝支

4號に於ては4齢幽民最ノ」・であつて、♀舎混合にて1．106を示す）。上籏より磯蛾までの間では最高比糟

度♀2．492♂2．26であり、これを示すは上籏後2H乃至3日日、最小比粘慶♀1．44321．470であつて、

化蛾直前の値である。一・般に晩秋鷲期は秋懲期1に比して比粘度小なるを示すが如く，と　2’Lは獄児の食

下桑葉の含水量の多少に依るものならんと思游される。

　一般に雌は雄に比して大なる比粘度を有する。品毬的關係により比粘度の異るは、熟慧のそれを通

鷺するも明かである。自Pち黙獄にて最高♀2．154（日本一×國猛支105號）♂1．932（國獄支1（・3號）最低♀

1．717（國獄支102號）♂1．604（國慧rl110號）であるJ然しながら後述せんとするが如く、体液の粘稠度

は飼育中の種々なる環境の影響を極めて鏡敏に受けるものであるから，温種的關係を明確ならしむる

爲にはなほ多くの實験を必要とする。

　四齢催眠と護蛾直前乃至5齢起獄と磯蛾直前とは大休に於て近き値を示す。

　4齢催眠より獲蛾直前までを秋獄、晩秋罵を通じて見るlz　，比粘度は雌雄ユド均3ぐは混合として2．081

より1．106の闇にあるものL如くであつた。

　i次に孫日の比粘度の墾化を見るに次の如くであつた。
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　　慧目　　　　　　　　　　　獄日　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　直

　　　　　　　　　　　　　El　　　　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前
（緬食前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
1以上の成蹟によつて見るに、いつれも4齢幽民よト 株M慧となるまで・又はその後獲蛾直前に翌るま

でに休液の比粘慶はほサ圃様の壁化をなすを見る。芭llち4齢催．民より脱1支までは比粘度は次第に増加

するもISb皮後に於て減少する。5齢食桑申に於ては2rl同3日目頃一旦増加し・4日圏頃に至り梢下降の

傾向を取り、後再び上昇し8口目頃盛欝に於て最高となり、黙獄となれば再び梢々下降する。瞥繭中は

また増加し、全醐切最高を示し（。臓後2購駒たる後、獅灘弓の攣化をなしつST降し・化
轍3．4F旧頃に到る．3．4日目よ鵬び上昇し湘不規則の攣化をなせども7・8N・Nを鵬として11日
瀬まで下降瞭る一つの罰龍し、そ臆畷髄融でに・3・1’・i・Fl・1位澱離する今一つの魔力

をなすものと見ることが出來る。

　5齢食桑中に於ける鍵化は、八木博士の電氣傳導度及び滲透墜の攣化に基く昆虫齢の生理的二期と

よく一致するを認め｝た。

　要するに4齢催偶よゆ磯峨直前までの毎日の比粘度の攣1ヒは、（1．）5齢起翻　（2）5齢食桑中のほ叫1

期（3）上衡台（熟獄）（4）」r．ffよ畷髄前までの2ノ・（5）」・籏よ畷燃での3L！（6鍛髄前・

等のβつを絡鮎とする不規則なれども牛孤をなせる振動をなすと見ることが出來やう。而してそれ等

の振動の振幅は各異るo
これK，iの模様は雌雄ほ胴様なるも、一般に雌は雄に比して比粘度大なるをもつて灘の聯渡礎

化曲線は雄の上にある。但し5齢中期より熟獄に到る墜化は雌雛により趣を異にするをもつて・雌雄

の爾攣化曲線は二回乃至三回の交叉をなす。上籏後に於ては第二回目3ζは第三回RIの振動に於て三回

乃i銭四回の交叉をなすを見る。
　これ等の体液粘稠度の攣化は、主として体液蛋白最（一定量休液中の含量）の増減・並にそのイオン

化の状態等によつて支配されるものならんと思惟される。

今休液中の蛋白質窒素の轍観るに、融眠鰍れば・4期・は轟民前より糊蛎礁2開と聯
に減じ、その後急速に増加し、上後後2日口に於て最高となり、爾後次第に減少する。蛋白質窒素最

商となる所の上族後2日目は．休液粘稠のまた最高に擁する時であつて・前者の攣化曲線は大休後者

の攣化曲線と似るものである。而して後者がなほ一暦微細なる攣化をなすはそのイオ’ン化の欣態に依

るものと思考される。

　体液のP！慣は勝叉氏に倭れば．4齢盛鷲は低く、4眠中少しく昇り、5齢起慧は再び低下し‘5齢一

H．FI頃最嘩なり、御階昇り．　5en，・4［i・M乃至欄頃第承畷註なり、働しく低下嚥謙

なりて生涯の最高となる。螢繭申は低下するも化輔後は再び上昇し、化師5日日頃一時低下し、後次
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第に上昇し化蛾に及びて最高となる。このPし1便の高低の模様は粘稠度とほ璽正反樹をなすを見る。こ

れ邸ちPll低下するといふことはH°の濃度を増すこととなり、從つて血満蛋白のイオン化を大ならし

め、イオン化蛋白質を塘して粘稠度は大となる。～二れに反してPn上昇する時はH°の濃度を減少する

をもつて、イオン化蛋白質は減じ粘稠度は逆となる。熟麗と化蛾龍とはP，，taL“同檬に大なるも、熟

穰は前日より粘稠度は少しく低下するのみなるにかSはらす、化蛾前は粘稠度熱慧に比して大いに低

いのは血溝蛋肖質の量の難に基因するものであらふ。自rlち休液粘稠度は大休の攣化は、血清蚕白質量

の攣化によりこれを水素イオン濃度によりてmodifyさるが如きを見る。雌雄による粘稠度めi繋異の

主要なる原因は拍L清蛋白量の露異に求む可きであらふと思はれる。

　八木博士は毘虫休液の粘稠度は休液の電氣傅導度並に滲透墜と同様なる攣化をなし、粘稠度を測定

することによつて爾春の攣化を推測し得るものとせられた。休液申にチ厨離してイ’f：する電解質の量の攣

化は大休液中の無機物質量（化躯分析より求めたる）の攣化に半行するものと考へられる。尾藤民の家

獄体液100G．G．申のvグネシウムの含量の攣化曲線は、　PII慣攣化曲線と類似な墾化をなし、体液の緩

衡作用に大なる關係を存するものと、金子敏｛受山下氏は述ぺられて居る。Bishop氏は密蜂の休液に

就て石荻苦土の一部はアミノ酸と結合してイオンの状態にあらざるを述べ、尾藤氏はこれよりして家

獄休液にても石次苦土の一部が有機酸と結合して不解離の歌態にあるを推定されて居る。斯くマグネ

シウムはPfrと同様なる攣化をなし、粘稠慶と逆の攣化をなすを見るも、無機物質総量の礎化（尾藤氏

に依る）は粘稠度の墾化と同様なる攣化をなすを見る。これ八木’博士の述べられたる事實を裏書きす

るものである。

　血球敬及び血球の欺態も亦翻皿液粘稠度に大なる影響を及ぼす。高等動物に於て酸素の供給不充分に

して血球数を増す時は著しく粘稠慶を上昇する。石川氏に依れば（伊藤氏獄体チ郵剖及生理學）各齢」血球

数は眠期に最も多く、起獄～二れより翰少く、盛食置最も少い。毘虫休液の血球数と粘稠度との關係に

就てはなほ研究の余地を存するも、これによつて見ればその影響高等動物低ど大なら歩、他のより大

なる原因によつて粘稠度は皮配されるが如くである。

4，食桑中に於ける短期間の体液　粘稠度の攣化

　前節に於ては粘稠度を毎日1日1回づ㌧汲1定し、日による攣化を示し7c。こNに食桑中（眠期蜥期に

封して）に於て1日中に如何なる攣化をなすやを見るに、國獄皮101號×國獄i歌17號にて測定した結果

次の如くであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’

　　　　　　　　　　　　　　　5齢4F．1　Fi　源度21°c

1　　・・粘度（♀襯合）
第　　1　剛　　食　　桑　　前

第　　2　　同　　食　　桑　　前

第　　2　　回　　飽　　食　　後

第31rll食桑商茸
第　　3　　圓　　飽　　食　　後

第　　d　　回　　食　　桑　　前

第4岡飽食後第　　5　回　　食　　桑　　前

第5「rIl官包食餐乏

1，554

1，523L @　　　　　　　　　　　　　’

1、582

1．51髭5

1．570

ヱ．523

1，591

1．62A

1．620

遥
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　　　　　Fig，5國獄麦10ユ號×隙鍬17號　　　　　　1日5回給桑、食桑前は大V・に食慾の磯動して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休の前部を動かして桑を求め、一部は慧座を旬

1・・700　　　　　　　　　　　ふ時肌飽食後とは食桑充分であつて体を融止
1．600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し℃屠る時の澗建である。

1・5°0　　　　　　　　　　　1以上の結果によれば、獄児が大いに食欲を磯
1°400 @　　　　　　　　　　　　　　　　　動して居る時期、帥ち食桑前は休液の比粘度は
1’300 @　　　　　　　　　　　　　　下り飽食後は上り、1日中に於ては規則正しき

　　笙笙筆笙箋鶴銘釜釜班を示す灘回の食祭以後購下戯鰍
　　饗饗羅饗ll饗羅饗羅や朋す・翻・≡1璽噸大な砒椴を示す
　　品　桑　食　桑　食　桑　食　錘　食s七ageに入る中途を示すものであらふ。かSる
　　前前後萌後前後前後短期聞1、於ける微肱る欄度磯佃よ、飾、

旨内
一．

P
7雫

鼈

1一

q
一

，

一工「H

一一

一

ζピ〔一

一

二
二圃一陣一丁

7
一

『”

黹gー

一1了一ユ．L＿上

π一hF

一；

R［± 一一一一

　桑の溝化吸牧の瓶態に墓因するものならんと推測される。

・　　　　5。螢養的環境の体液粘稠度に及ぼす影響　　　　　　　　　　　1　　　！

　　熱慶を異にする桑葉、儒桑、柘等の給興及び絶食等の体1夜粘稠度に及ぼす影響レよ次の如くである、

　数値は比粘慶（Qr♂漉合叉は準均）とする。

　　　　　　　　　　　　　　　國翻日107號×國獄麦4號

i　舗桑給輿颪＿一＿．跳．塾…稚塁．脳．、＿

5　　齢　　　飼　　　食　　前

5　齢　　2　　FJ　　鐵

同　　　3　　　日　　　目

同　　　4　　　日　　　「［
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同6日目（熟獄）
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日本一・x國慧支105號
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批獄軟葉阻　5齢以後軟葉給與

絶食隈　5齢起鷲より絶食、21°cに保獲

巨県通匠．1郡・鞭葉廣i稚獄㈱麗［欄軟瓢　　絶食颪
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柘給與照5齢起獄より柘を締r¢

濡桑照　普通湿と同様なる桑葉を一旦水中に浸し軽く娠つて直ちに給興
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　　　　　　　　　　　　　　　Fig、8　國孟置「支二101號×藩∫L捻轟

ll

i！iii

　以上の結果よりして鷲兇体液の粘稠度は飼料継食等の螢養的環境によつて影響されるとと大なるを

知る。自TJち濡桑の如く水分極めて多V・桑葉を給與し控ものは比粘度は一般に署しく低〉・。稚欝中に硬

葉を給興した甑は5齢中の比粘度は普通桑給與賊に比較して稚々商く、稚鷲中に1欧葉を給與した隈は

大差が無いが一般に幾分低い傾向を示す。

　稚慧硬葉給與爬と稚鑓軟葉給輿旺との5齢期中の比粘度を比するに、ナiヒ難硬葉給與随と封士鷲軟葉給輿

1疲とを比したると同様に、いつれも5齢初期及び宋期は硬葉匿大であつて申期は小なる傾向を示した。

　柘給與騒は比粘度著しく低い。経過は非常に逓延するけれども、八木博士の所謂生理的二期は明か

に経過するを認めることが出來る。絶食厩は2「1口は普通随に比して紳降るも3日4日と次第に塘加し、

4日旧に最高となり普通廠よりも高V・。後再び降下し曹通匪より低く．6日日頃最低となり発死に近づ

くに從つて再び上昇の傾向を示す。八木博士は第一期の振動を経アし疲慧児砿日円）を絶食させてそ

の粘度を測定し、第二期の振動（氏の後齢）をAetual　lifeに遍したるものより非常に大なる振幅を有

するも同様なる攣化を生理的に鰹過するものであることを述ぺられた。氏の域績によれぱ一度増加し

後低下したる後再びやN上昇して結繭する。その攣化の模様は起慧より絶食せしめ発死に到るまでの

礎化と大体似たるが如くである。足立氏は5齢1口同及び2日目の慧兇を絶食せしめて起る休液の電i氣

傳導度を測定し，何れも絶食11≡1乃至2日に於て上昇し更に絶食3臼に至れば低下するを認められた。

門弔氏は5齢3日目の獄児を絶食せしめ．休液比重の攣化を測定したQその結果によれば比重は縄食「1

数とともに漸減し、8日目に於て急に塘加し後低下しユ0日日に到り再び上昇の傾向を示して弊死に至

る。尾藤氏は5齢盛食期の黛兇を絶食せしめたのec　，絶食後12時間に於て体液の比重、岡形物、次分

の増加を見，以後絶食の職綾と共にこれ等の順次減少することを報じ、氏はこの原閃に就て、体液中

の水分の減少に依る休液成分の濃厚化に依り一時上昇し、以後に於ける固形物の減少は食を掃らざる　’

爲め生命維持に酒費せらる曳に基因するものと推定せられだ。門雫氏は前蓮の研究に於て、休液比重

の絶食末期に於て増大するは体液組織の分解の結果休液の濃度を高めしに基因すとなした。

　維食に依る体液粘稠度の攣化は大休に於て前述の詔氏の成績と一一A致し、その起因に就ては尾藤氏、

門ユト氏の推定せられしが如き原因による体液蛋白量の増減を≡1三なるものと看倣し得やう。

　出血の休液粘稠度に及ぼす影響

　供試r｝f1種　アスコリー×國慧支101號（晩々秋翻）5齢7日F］　出血
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帥ち獄兇休液の粘稠度はμ当血しに依り薯しく減少する↓これは川1血により休液蛋由景を減じ水分レま食



第一號〕　　　　　　家獄体液の茸牌・臓に就て　　　’　　　　W

桑により直ちに休液中に吸牧されるも、損失蛋白の圓復逓く爲に粘稠度城少するのであちうと思はれ

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　9，病蟹体液の粘稠臓

　供試晶種　日本一×國翻支105號（晩秋獄　不良環境に於いて病獄嚢生せしもの）5齢7日口

健　pa　　甥鰍化耀　 稠性靴駈旨鑑（初期）i碗性靴繊（＊SUI＞
一me一亥N一 @i　L3・・　r　・・468　1　L・7・
同一一イオ＊斗　　5画冷8日囲

健　獄　1撚軟・・繊「下糊・イ・鐸墜1の1膿＿些＿
一ゆ㎜…由

噤@ 1　・・457　i　…6・　1　岬
　　　　　　数f直は比粘度

　　　　　　室頭性軟化病慰　塞頭症歌を現し食慾蓑へ撃動不活獲なるもの

　　　　　　下1莉性軟化病（初期）　休躯やL柔軟となり食慾や玉嚢へたるもの　　　　　　　，

’　　　　　下痢性軟化病（末期）f糊塵棚めて柔軟となり尾端を汚染し運動を停止し雛死に近きもの

　　　　　　膿獄　全く膿慧となり休液の漉濁せるもの

　　　以上の結果より見るに膿鷲は休蔽比粘度著しき高位にあるも他は何れも健懲に比して低い。下痢性

　　軟化病にあつては病徴の進むに從つて減少する傾向があり・察頭憐軟化病は下痢1｛k軟化病の病微の進

　　みたるものよりもなほ低位にあるを見る。

　　　膿病獄の体液比粘度の大なるは脂肪組織、上皮組織、毎僧1膜・生殖腺・HeTald腺等の系lll胞核中に

　　多角体を生じ組織が破壊せられて、休液中に遊離した所の多角鉢の充満した細胞核・それ等並に並L球

　　核等の破れて休液巾に俘離した多角休等の存在に依るものと推定される。

　　　藤井氏は軟化病糠児の休液を分杯し、健慶獄兇に比して蛋白質、アミノ酸、塒次、苦土、櫨素等の

　　量の著しく少きことを獲表された。門ヱF氏は軟化病鷲兇休液の比重は健鷲に比して極めて低位にある

　　と報ぜられ、叉勝叉氏は健鷲並に軟化病獄の休液及び漕化液の水素イオン濃度を測定された。氏の成

　　績に敏れば軟化病獄の休液のPIエは健獄に比して高く、病勢の蓮みたるものは一一一暦高く中性に近づく。

　　これ等は軟化病慧の休液の比粘度が健翻に比して低く叉病勢の進みたるものは…暦低い成績と良く一

　　致する。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　7，綿　　　　　括

　　　Os七wald　viscosime七erを用ひ0°cに於て家翻（秋鷲．晩秋獄）休液の比粘度を測定し、種々なる1隙兄

　　の下に於ける粘稠度を比較したるに次の如き結果を得た。　　　　　　’

　　　（1）家獄休液の粘稠度は獲育並に攣態の時期に依つて異る。5齢中に於て最高を示すは盛翻、最低

　　を示すは餉食前であつて、」二籏後に於ては上籏後2．3日口に最高・化蛾直前に最低を示す。5齢餉食前

　　より爽蛾直前までの闇に於ける比粘度の最高（♀2．492　S2．206）を示すは上後後2、3Hであつて最

　　低（♀　6i昆合1，267）を示すは5齢餉食前である。　　　　　　　　・

　　　（2）同一の磯育並に攣態の時期に於ても品種によつて多少の薄を示すものである。

　　　（3）又雌礁に依つても異り一・殻に雌は雄に比して大であるo

　　　（4）爽育並に墾態に伸ふ粘稠度の攣化の模様は、（1）4眠末期を最高．5齢餉食前をその絡黙　2）5齢2

　　．3日口を第二回の最高、5齢食桑中のほΨ中期をその終鮎　（3）5齢盛獄を第三三［甦1の最高．熟糠をその終



12　　　　　　　　　　　　　微　　　藩系　　峰玉　　靴　　　誌　　　　　　　　　　　〔第四岱

無、li（4）上籏後2．3剛；陵第11姫1の最高、化蝸後3．4El　Elをその繍i｛（5）化蝋後7β1ヨロを第五回の最高，

11日閏頃をその絡黒li（6）13日目頃を第六回の最高、化蛾直前をその絡黙とする六回の牛孤欺の振動を

なす（5齢始めより化峨まで30日位として）。この振動の有様は雌雄ほ璽同様費あつて、雄の攣化曲線は

雌の憂化曲線の下位にあるも5齢中期より熟獄に至る振動及び化蛾前の二回の振動に於ては爾曲線は

交叉するを認め疫。　　　　　　　　　　　　　’

　これ等の攣化は主として休液蛋白量（一一定量休液申の含量）の増滅並にそのイオン化の肱態に依つて

支配されるものと推定される。そ楚つて体液のPf・便に依つて影響されるもの蜘くである。5齢食桑中

に於ける攣化は八木博士の生理的二期と良く一致するを認めた。

　（5）食桑期に於ける食桑と休液粘稠度との關係を見るに、絶食後に於ては高く食桑前食慾の大いに

磯動せる時は低く、斯る食桑歌態に依る規則正しき憂化を示しつL訳日のS七ageに向ふ徐々なる推移

をなす。

　（6）濡桑を給興したるものは体液の粘稠度低く、稚翻中並に批獄中の飼育によつても異り、稚懲中

硬葉を給興したものと稚慧中軟葉を給與したものとの5齢申に於ける粘稠度を比鮫するに、5齢中硬葉

を給輿したものと5齢中軟葉を給輿したるものとを比較したると同様に、何れも5齢初期及び末期は葉

麗は軟藥匿より大であつて中期は小なる傾向を示す。

　17）柘を給與（5齢餉食より）したるものは粘稠度、桑葉を給輿したるものに比し極めて低く経過も

極めて長きも後者と同様なる攣化を示すものである。

　（8）5齢起懲を絶食せしめたるものは2日旧は普通旺（桑葉を給與）より稲々下るも後ヒ昇し4日目願

最高となり、後再び普通厩より低下し6日口願最低となり発死に近づくに從つて上昇の傾向を示すを

認めた。

　（9　鷲兇休液の粘稠度は出血に依りて減少する。

　（10）膿病慧体液の粘稠度は健翻に比し極めて大にして、軟化病慧休液の粘稠度は健欝に士ヒして低

く、且つ下射1生軟化病にては病繰の進むに從つて低下するを認めた・

　　　　　　文　　　　　献

　　1，　　13ishoP。　G．1・1．　（1923）　」．　Biol，　Chem．　vo1．　58

　　2・八木政誠（1924）動物撃維誌　3‘1谷　430貌

　　3．足立美佐男（1925）翻業新報　379號

　　d，．　藤ダ鼻曾松　（1926）　霊置宗勇…界幸艮　　慮12｛號

　　5．加藤元A（1926）生理學　上巻第メく版　下巻第五版

　　6．田灰暫太郎（1926）鷹用膠質化離　蒋版

　　7。　1君藤省三三　（1927）　日本農1塾彗イヒ墨會言産　　3巻　　31號

　　8．　勝又藤夫（1928）獄糸糸導…芽雛誌　 Its．x　1號

　　9．　　「1「］畢量悶一艮1～　（1928）　蟹譲綜・撃芽難言占　　1宅塞…　1毫漉

　10．金子英雄　山下忠雄（1929）1三1本農…藝化學會誌　3巻　52瀕

　11．伊藤廣雄（1929）懲体ll解剖及生灘壌

　工2。　　鮫1岨急ヱ『｛三良B　（1929）　q勿韮里イヒ導占ユ馨厘敏法

　Z3，　　田所暫噛ソk良B　（1929）　蛋白質イヒ亀隈纏L論

　瓢　金子英雄く1929）コロイド化撃要論

　15。　　貢貨7ド政三三lll9　（1930）　止理墨渉L論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1930　12，20）於岐阜縣高山慧業試験瘍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「昭和六年四月十五日受理）


